
 

路線縦横断連携  
TREND-ONE と TREND-FIELD
の路線縦横断連携の操作を、簡単
な入力例で解説しています。 

※解説内容がオプションプログラムの説明である 
場合があります。ご了承ください。 
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1 路線縦横断連携（入力例）の流れ 
本書では、以下の流れで、TREND-ONEとTREND-FIELDの路線縦横断連携の操作を解説します。 

路線データ 
書き込み 

縦断観測データを
取り込んで 
成果作成 

路線データを
読み込んで 
縦断観測 
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路線データを
読み込んで 
横断観測 

杭高をプラスした 
路線データ書き込み 

 

横断観測データを
取り込んで 
成果作成 
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2 路線データの書き込み 
ONEの路線測量で作成した路線データを、TREND-FIELDで読み込めるデータ（xrf）としてファイルに 
書き込みます。 

路線測量の［路線計画］ステ
ージをクリックします。 

1 
 

2 

［路線計画］タブ－ 
［データ書込み］グループ－ 
［外部ファイル］－ 
［ T-FIELD ・ F-TERRACE ・
F-POCKET路線データ］を 
クリックします。 

2 

3
 
 
 

6 

4 
 

5 

保存先を指定します。 4 

ファイル名を入力します。 5 

［保存］をクリックします。 6 

2-1 
 

路線データを書き込む 
路線データを書き込みます。 

 

 

ここでは、標高無しの路線 
データを出力するので、 
［いいえ］をクリックします。 
 

3 

1 
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3 縦断観測 
TREND-FIELDで、ONEの路線データを読み込んで、縦断観測をおこないます。 

TREND-FIELDの観測パネル
で、［縦断］を選択します。 
 

1 
 

3-1 
 

路線データを読み込む 
ここでは、サンプルの路線データ「01_路線データ（標高なし）.xrf」を読み込みます。 

 

 
1 

2 ［線形読込み］をフリックして、 
［路線データ読込み］を選択 
します。 

2 

読み込む路線データのファイル 
をタップします。 

3
 

［開く］をタップします。 4 

3 

4 

サンプルデータは、［ヘルプ］メニュー－［マニュアル］
からダウンロード可能です。 
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3-2 
 

縦断観測を起動する 
縦断観測を起動します。 

 
［縦断観測］をタップします。 
 

1 
 

1 

2 

3 

観測する線形データをタップし
ます。 
 

2 

［OK］をタップします。 
 

3 

BM点名、BM標高、BM距離1 
を入力します。 
 

4 

［OK］をタップします。 5 

5 

4 
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3-3 
 

観測データを入力する 
観測データを入力します。 

 
初点BMのBSを入力します。 
 

1 
 

1 

2 

往路の観測データを入力し
ます。 
 

2 

縦断観測の観測データ入力の 
詳細は、マニュアル「縦断観測」を
参照してください。 
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往路の観測データの入力を 
終了したら、［復路］をタップ 
します。 
 

3 

3 
4 

復路の観測データを入力 
します。 

4 

往路、復路の標高値、較差
が表示されます。 
［制限］で往復の標高差
の制限を設定できます。 

［精度確認］で精度を確認することもできます。 
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電子レベルと接続して、電子レベルの観測データを取り込む 

電子レベルと接続して、電子レベルの観測データを取り込むこともできます。 

［縦断］を選択します。 
 

1 
 

2 

3 

1 

4 5 

［縦断観測］をタップします。 
 

2 

［メニュー］をタップします。 3 

［設定］をタップします。 4 

［観測条件設定］をタップ 
します。 

5 

接続機種や通信条件を設定
します。 

6 

［OK］をタップします。 7 

8 

9 

観測するセル（［BS］ 
［FS/DH］［杭下］）を 
選択します。 

8 
 

［観測］をタップします。 9 

観測値が取り込
まれます。 

6 

7 
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3-4 
 

作業データを保存する 
観測データの入力を終了したら、作業データを保存します。 

 

［メニュー］をタップします。 
 

1 
 
［縦断観測を閉じる］をタッ
プします。 
 

2 

［名前を付けて保存］をタッ
プします。 
 

3
 

1 

2 

3 

6 

4 

5 

保存先を指定します。 
 

4 

ファイル名を入力します。 
 

5 

［保存］をタップします。 
 
 

6 
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4 縦断成果 
ONEで既存の路線データに、TREND-FIELDで追加したプラス杭と縦断観測データを取り込んで、縦断成果を 
作成します。 

4-1 
 

TREND-FIELDで追加したプラス杭を取り込む 
ここでは、サンプルの TREND-FIELD データ「02_【TF】縦断往復まで.XFD」から取り込みます。 
 
 

2 

3 

［路線計画］タブ－ 
［データ読込み］グループ－ 
［自社連携］－ 
［TREND-FIELDファイル］を 
クリックします。 
 

1 
 

追加された測点が青色で
表示されます。 

5 

4 

読み込むTREND-FIELD 
データのファイルをクリック 
します。 

2 

［開く］をクリックします。 3 

追加されたプラス杭を確認し
ます。 

4 

［OK］をクリックします。 5 

サンプルデータは、［ヘルプ］メニュー－［マニュアル］
からダウンロード可能です。 

1 
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4-2 
 

中間点を再計算する 
中間点を再計算します。 
 
 ［路線計算］グループ－ 

［中間点表示］をクリックします。 
1 
 

追加された杭には、まだ点番が
付いていません。［再計算］を
実行して、連番を振り直します。 

2 

3 

4 
点番が連番で振り
直されます。 

［再計算］をクリックします。 
 

2 

確認のメッセージが表示され
ますので［OK］をクリックし
ます。 
 

3 

振り直された点番を確認して
［OK］をクリックします。 
 

4 

1 
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1 

4-3 
 

座標を登録する 
座標を登録します。 
 
 ［登録］グループ－［登録］

をクリックします。 
1 
 

3 

2 
登録する座標を設定します。 2 

［OK］をクリックします。 3 

確認のメッセージが表示され 
ますので［はい］をクリックします。 
 

4 

4 
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3 

縦横断測量の［縦断野帳］ 
ステージをクリックします。 
 

1 
 

4-4 
 

縦断観測データを取り込む 
ここでは、サンプルの TREND-FIELD データ「02_【XF】縦断往復まで.XFD」を取り込みます。 
 
 

1 

2 

初期条件を確認して、 
［OK］をクリックします。 
 

2 

［縦断野帳］タブ－ 
［データ読込み］グループ－ 
［TREND-FIELD縦断観測］ 
－［TREND-FIELD縦断 
観測］をクリックします。 
 

3 



  

14 
 

読み込むTREND-FIELDデー 
タのファイルをクリックします。 
 

4 
4 

5 

7 

6 

8 

［開く］をクリックします。 
 

5 

取り込み先を確認します。 
 

6 

［OK］をクリックします。 
 

7 

確認のメッセージが表示されま
すので、［はい］をクリックしま
す。 
 

8 

縦断観測データが取
り込まれます。 

サンプルデータは、［ヘルプ］メニュー－［マニュアル］
からダウンロード可能です。 
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1 

4-5 縦断成果を作成する 
縦断成果を作成します。 
 
 ［縦断野帳］グループ－ 

［成果作成］をクリックします。 
1 
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1 

4-6 
 

路線データを取り込む 
作成した縦断成果に路線データを取り込みます。 
 
 ［縦断現況］タブ－［データ

読込み］グループ－［路線デ
ータ］をクリックします。 
 

1 
 

2 

3 

5 

4 

路線データをクリックします。 
 

2 

［OK］をクリックします。 
 

3 

［CADデータから縦横断地盤
高を自動計算する］のチェック
をクリックしてオフにします。 

4 

［OK］をクリックします。 5 
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6 

7 

既存の路線データに杭高が設
定されます。 

［測点名・追加距離が一致
する測点に上書き］が選択さ
れていることを確認します。 

6 

［OK］をクリックします。 7 
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1 

4-7 
 

座標を登録する 
座標を登録します。 
 
 ［登録］グループ－［登録］

をクリックします。 
 

1 
 

3 

2 

4 

登録する座標を確認します。 2 

［OK］をクリックします。 3 

確認のメッセージが表示され 
ますので［はい］をクリックします。 

4 
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TREND-FIELD の縦断観測データに構造物や写真リンクが入力されている場合 

TREND-FIELD の縦断観測データに入力されている構造物や写真リンクデータも取り込まれます。 

TREND-FIELDの縦断観測データに入力されている構造物、写真リンク 
データが取り込まれます。［リンク］セルをダブルクリックすると、リンクファイルを
確認できます。 

1
 

リンクが設定されている点には
ピンが表示されます。 

［構造物旗上げ］をクリックする
と、構造物やBMに対して、旗上げ
を設定する画面に切り替わります。 
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5 路線データの書き込み 
ONEの縦横断測量で杭高をプラスした路線データを、TREND-FIELDで読み込めるデータ（xrf）としてファイルに 
書き込みます。 

5-1 
 

路線データを書き込む 
路線データを書き込みます。 
 

3 

4 

5 

ここでは、標高が設定された 
路線データを出力するので、 
［はい］をクリックします。 
 

3 

出力する路線データの標高が 
設定されている縦横断測量の 
作業データをクリックします。 

4 

［OK］をクリックします。 
 

5 

路線測量の［路線計画］ 
ステージをクリックします。 

1 
 

2 

［路線計画］タブ－ 
［データ書込み］グループ－
［外部ファイル］－ 
［ T-FIELD ・ F-TERRACE ・
F-POCKET路線データ］を 
クリックします。 

2 

1 
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9 

7 

8 

保存先を指定します。 
 

7 

ファイル名を入力します。 
 

8 

［保存］をクリックします。 
 

9 

確認のメッセージが 
表示されますので、ここでは 
［はい］をクリックします。 
 

6 

6 
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6 横断観測 
TREND-FIELDで、ONEの路線データを読み込んで、横断観測をおこないます。 

TREND-FIELDの観測パネル
で、［横断］を選択します。 
 

1 
 

6-1 
 

路線データを読み込む 
ここでは、サンプルの路線データ「03_路線データ（標高あり）.xrf」を読み込みます。 
 
 

1 

2 

3 

4 

［線形読込み］をフリックして、 
［路線データ読込み］を選択 
します。 

2 

読み込む路線データのファイル 
をタップします。 

3
 

［開く］をタップします。 4 

サンプルデータは、［ヘルプ］
メニュー－［マニュアル］から
ダウンロード可能です。 
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6-2 
 

横断観測を起動する 
横断観測を起動します。 

［横断観測］をタップします。 
 

1 
 

2 

3 

4 

［線形＋横断］をタップします。 
 

2 

器械の設置位置を選択しま
す。 
ここでは［センター杭上据］
をタップします。 
 

3
 

CAD画面上の測点から器械
点をタップします。 

4 

1 
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初期値では先頭の断面が選
択されています。 
［センター杭上据］で先頭
以外のセンターを器械点に
指定した場合は、断面変更
のメッセージが表示されますの
で、［はい］をタップしてくだ
さい。 
 

5 

5 

6 

CAD画面上の測点から 
後視点をタップします。 

6 

8 

7 

器械高を入力します。 7 

［観測］をタップして、後視点 
を観測します。 

8 
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6-3 
 

TS観測をおこなう 
断面情報の設定と、器械の設置位置の設定を終了したら、トータルステーションで観測します。 
 

視準点名を入力します。 
 

1 
 

1 

3 

2 

目標高を入力します。 
 

2 

［観測］をタップして、視準点を 
観測します。 

3 

①②③を繰り返して、視準点を
順に観測します。 
このとき[目標高]には、前観測
の目標高が自動設定されま
す。 
［点名］には、前観測の測点
名（末尾が数字の場合は連
番）が自動で設定されます。 
 

4 

4 
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6-4 
 

作業データを保存する 
観測データの入力を終了したら、作業データを保存します。 

 
［メニュー］をタップします。 
 

1 

5 

8 

6 

7 

［横断観測を閉じる］をタッ
プします。 
 

2 

［名前を付けて保存］をタッ
プします。 
 

5 

保存先を指定します。 6 

ファイル名を入力します。 7 

［保存］をタップします。 8 

1 

2 

横断観測データを測点一覧
に登録する場合は、［はい］
をタップします。 
 

3 

3 ［OK］をタップします。 
 

4 4 
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7 横断成果 
ONEに、TREND-FIELDの横断観測データを取り込んで、横断成果を作成します。 

縦横断測量の［横断野帳］
ステージをクリックします。 
 

1 
 

7-1 
 

横断観測データを取り込む 
ここでは、サンプルの TREND-FIELD データ「04_【TF】横断まで（座標未登録）.XFD」を取り込みます。 
 
 

1 

2 

3 

断面を選択します。 
 

2 

［OK］をクリックします。 3 
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初期条件を設定します。 4 

［OK］をクリックします。 5 

5 

4 

6 

［横断野帳］タブ－ 
［データ読込み］グループ－ 
［TREND-FIELD横断観測］
－［TREND-FIELD横断 
観測］をクリックします。 

6 

読み込むTREND-FIELDデー 
タのファイルをクリックします。 
 
 

7 

8 

7 ［開く］をクリックします。 
 

8 

サンプルデータは、［ヘルプ］メニュー－［マニュアル］
からダウンロード可能です。 



  

29 
 

9 TREND-FIELDの横断観測 
データを取り込むONEの断面 
を確認します。 

10 ［OK］をクリックします。 

横断観測データが
取り込まれます。 

9 

10 
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7-2 横断成果を作成する 
縦断成果を作成します。 
 
 ［横断野帳］グループ－［成

果一括作成］をクリックします。 
 

1 
 

1 
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